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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成27年3月26日(2015.3.26)

【公開番号】特開2013-208280(P2013-208280A)
【公開日】平成25年10月10日(2013.10.10)
【年通号数】公開・登録公報2013-056
【出願番号】特願2012-80539(P2012-80539)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｆ  13/15     (2006.01)
   Ａ６１Ｆ  13/534    (2006.01)
   Ａ６１Ｆ  13/53     (2006.01)
   Ａ６１Ｆ  13/472    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｆ   13/18     ３０２　
   Ａ６１Ｆ   13/18     ３０１　
   Ａ６１Ｆ   13/18     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成27年2月9日(2015.2.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液透過性のトップシートと、液不透過性のバックシートと、前記液透過性のトップシー
ト及び液不透過性のバックシートの間の吸収体とを含む吸収性物品であって、
　前記吸収性物品が、排泄口当接域において前記吸収性物品の厚さ方向に突出する中高部
を有し、
　前記中高部が、前記トップシートの一部と、前記トップシート及び吸収体の間に配置さ
れているクッション部とを含み、そして中央部と、当該中央部を囲む外周部とを有し、
　前記クッション部が、３～３０ｍｍの最大厚さを有し、
　前記クッション部が、前記吸収性物品の幅方向において、０．１～３．６Ｎの圧縮力を
有し、
　前記中高部が、前記中央部において、１０～５０Ｎ・ｍ／ｍ2の圧縮仕事量ＷＣと、３
５～１００％の圧縮レジリエンスＲＣとを有し、そして
　前記吸収体が、８０～２３０ｍｍの、前記吸収性物品の長手方向長さと、３０～９０ｍ
ｍの、前記吸収性物品の幅方向長さとを有する、
　ことを特徴とする、前記吸収性物品。
【請求項２】
　前記クッション部が、５０～１，０００ｇ／ｍ2の平均坪量を有する、請求項１に記載
の吸収性物品。
【請求項３】
　前記クッション部が、各繊維の交点が熱融着されているエアスルー不織布を含む、請求
項１又は２に記載の吸収性物品。
【請求項４】
　前記外周部におけるクッション部の密度が、前記中央部におけるクッション部の密度よ
りも高い、請求項１～３のいずれか一項に記載の吸収性物品。
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【請求項５】
　前記クッション部の外縁近傍に、少なくとも前記トップシート及び吸収体を圧搾するこ
とにより形成された圧搾部を有する、請求項１～４のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項６】
　前記クッション部が、ウマＥＤＴＡ血２ｇを吸収させた後に、ウマＥＤＴＡ血を吸収さ
せる前と比較して、５０％以上の最大厚さを保持する、請求項１～５のいずれか一項に記
載の吸収性物品。
【請求項７】
　前記吸収性物品が、前記中高部を内側に向けて湾曲する湾曲構造を有する、請求項１～
６のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項８】
　長手方向の両側縁部に、弾性部材を有する、請求項１～７のいずれか一項に記載の吸収
性物品。
【請求項９】
　前記トップシートが、肌当接面に、前記吸収性物品の長手方向に延びる、複数の畝部と
、複数の溝部とを有する、請求項１～８のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項１０】
　前記中高部が、０．００～０．６０のＩＯＢと、４５℃以下の融点と、２５℃の水１０
０ｇに対する、０．００～０．０５ｇの水溶解度とを有する血液改質剤をさらに含む、請
求項１～９のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項１１】
　前記血液改質剤が、次の（ｉ）～（ｉｉｉ）、
　（ｉ）炭化水素、
　（ｉｉ）　（ｉｉ－１）炭化水素部分と、（ｉｉ－２）前記炭化水素部分のＣ－Ｃ単結
合間に挿入された、カルボニル基（－ＣＯ－）及びオキシ基（－Ｏ－）から成る群から選
択される、一又は複数の、同一又は異なる基とを有する化合物、及び
　（ｉｉｉ）　（ｉｉｉ－１）炭化水素部分と、（ｉｉｉ－２）前記炭化水素部分のＣ－
Ｃ単結合間に挿入された、カルボニル基（－ＣＯ－）及びオキシ基（－Ｏ－）から成る群
から選択される、一又は複数の、同一又は異なる基と、（ｉｉｉ－３）前記炭化水素部分
の水素原子を置換する、カルボキシル基（－ＣＯＯＨ）及びヒドロキシル基（－ＯＨ）か
ら成る群から選択される、一又は複数の、同一又は異なる基とを有する化合物、
　並びにそれらの任意の組み合わせから成る群から選択され、
　ここで、（ｉｉ）又は（ｉｉｉ）の化合物において、オキシ基が２つ以上挿入されてい
る場合には、各オキシ基は隣接していない、
　請求項１０に記載の吸収性物品。
【請求項１２】
　前記血液改質剤が、次の（ｉ’）～（ｉｉｉ’）、
　（ｉ’）炭化水素、
　（ｉｉ’）　（ｉｉ’－１）炭化水素部分と、（ｉｉ’－２）前記炭化水素部分のＣ－
Ｃ単結合間に挿入された、カルボニル結合（－ＣＯ－）、エステル結合（－ＣＯＯ－）、
カーボネート結合（－ＯＣＯＯ－）、及びエーテル結合（－Ｏ－）から成る群から選択さ
れる、一又は複数の、同一又は異なる結合とを有する化合物、及び
　（ｉｉｉ’）　（ｉｉｉ’－１）炭化水素部分と、（ｉｉｉ’－２）前記炭化水素部分
のＣ－Ｃ単結合間に挿入された、カルボニル結合（－ＣＯ－）、エステル結合（－ＣＯＯ
－）、カーボネート結合（－ＯＣＯＯ－）、及びエーテル結合（－Ｏ－）から成る群から
選択される、一又は複数の、同一又は異なる結合と、（ｉｉｉ’－３）前記炭化水素部分
の水素原子を置換する、カルボキシル基（－ＣＯＯＨ）及びヒドロキシル基（－ＯＨ）か
ら成る群から選択される、一又は複数の、同一又は異なる基とを有する化合物、
　並びにそれらの任意の組み合わせから成る群から選択され、
　ここで、（ｉｉ’）又は（ｉｉｉ’）の化合物において、２以上の同一又は異なる結合
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が挿入されている場合には、各結合は隣接していない、
　請求項１０又は１１に記載の吸収性物品。
【請求項１３】
　前記血液改質剤が、次の（Ａ）～（Ｆ）、
　（Ａ）　（Ａ１）鎖状炭化水素部分と、前記鎖状炭化水素部分の水素原子を置換する２
～４個のヒドロキシル基とを有する化合物と、（Ａ２）鎖状炭化水素部分と、前記鎖状炭
化水素部分の水素原子を置換する１個のカルボキシル基とを有する化合物とのエステル、
　（Ｂ）　（Ｂ１）鎖状炭化水素部分と、前記鎖状炭化水素部分の水素原子を置換する２
～４個のヒドロキシル基とを有する化合物と、（Ｂ２）鎖状炭化水素部分と、前記鎖状炭
化水素部分の水素原子を置換する１個のヒドロキシル基とを有する化合物とのエーテル、
　（Ｃ）　（Ｃ１）鎖状炭化水素部分と、前記鎖状炭化水素部分の水素原子を置換する、
２～４個のカルボキシル基とを含むカルボン酸、ヒドロキシ酸、アルコキシ酸又はオキソ
酸と、（Ｃ２）鎖状炭化水素部分と、前記鎖状炭化水素部分の水素原子を置換する１個の
ヒドロキシル基とを有する化合物とのエステル、
　（Ｄ）鎖状炭化水素部分と、前記鎖状炭化水素部分のＣ－Ｃ単結合間に挿入された、エ
ーテル結合（－Ｏ－）、カルボニル結合（－ＣＯ－）、エステル結合（－ＣＯＯ－）、及
びカーボネート結合（－ＯＣＯＯ－）から成る群から選択されるいずれか１つの結合とを
有する化合物、
　（Ｅ）ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコール、又はそのエステル若しくはエーテル
、及び
　（Ｆ）鎖状炭化水素、
　並びにそれらの任意の組み合わせから成る群から選択される、請求項１０～１２のいず
れか一項に記載の吸収性物品。
【請求項１４】
　前記血液改質剤が、（ａ1）鎖状炭化水素テトラオールと少なくとも１の脂肪酸とのエ
ステル、（ａ2）鎖状炭化水素トリオールと少なくとも１の脂肪酸とのエステル、（ａ3）
鎖状炭化水素ジオールと少なくとも１の脂肪酸とのエステル、（ｂ1）鎖状炭化水素テト
ラオールと少なくとも１の脂肪族１価アルコールとのエーテル、（ｂ2）鎖状炭化水素ト
リオールと少なくとも１の脂肪族１価アルコールとのエーテル、（ｂ3）鎖状炭化水素ジ
オールと少なくとも１の脂肪族１価アルコールとのエーテル、（ｃ1）４個のカルボキシ
ル基を有する鎖状炭化水素テトラカルボン酸、ヒドロキシ酸、アルコキシ酸又はオキソ酸
と、少なくとも１の脂肪族１価アルコールとのエステル、（ｃ2）３個のカルボキシル基
を有する鎖状炭化水素トリカルボン酸、ヒドロキシ酸、アルコキシ酸又はオキソ酸と、少
なくとも１の脂肪族１価アルコールとのエステル、（ｃ3）２個のカルボキシル基を有す
る鎖状炭化水素ジカルボン酸、ヒドロキシ酸、アルコキシ酸又はオキソ酸と、少なくとも
１の脂肪族１価アルコールとのエステル、（ｄ1）脂肪族１価アルコールと脂肪族１価ア
ルコールとのエーテル、（ｄ2）ジアルキルケトン、（ｄ3）脂肪酸と脂肪族１価アルコー
ルとのエステル、（ｄ4）ジアルキルカーボネート、（ｅ1）ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレ
ングリコール、（ｅ2）ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールと少なくとも１の脂肪
酸とのエステル、（ｅ3）ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールと少なくとも１の脂
肪族１価アルコールとのエーテル、（ｅ4）ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールと
、鎖状炭化水素テトラカルボン酸、鎖状炭化水素トリカルボン酸、又は鎖状炭化水素ジカ
ルボン酸とのエステル、（ｅ5）ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールと、鎖状炭化
水素テトラオール、鎖状炭化水素トリオール、又は鎖状炭化水素ジオールとのエーテル、
及び（ｆ1）鎖状アルカン、並びにそれらの任意の組み合わせから成る群から選択される
、請求項１０～１３のいずれか一項に記載の吸収性物品。
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